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総括研究報告書 

薬物乱用・依存状況の実態把握のための全国調査と 

近年の動向を踏まえた大麻等の乱用に関する研究 
 

研究代表者：嶋根卓也（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部） 
 
【研究要旨】本研究班では、わが国の薬物乱用・依存に関する最新状況およびその経年的変化を

異なる対象集団に対する全国規模の疫学調査を通じて情報を収集するとともに、大麻や一般用医

薬品の乱用といった近年、公衆衛生上の問題が拡大しつつある個別の課題について掘り下げるこ

とを目的とする。 
 
研究計画に基づき、今年度は、以下の分担研究課題を実施した。 
研究 1：薬物使用に関する全国住民調査（2023 年） 
この調査は、一般住民における飲酒・喫煙・医薬品・違法薬物の使用実態を把握するとともに、

その経年変化を調べることを目的とする。本研究は、わが国で唯一、定期的に実施されている薬

物使用に関する全国調査である。対象は、層化二段無作為抽出法（調査地点：250）によって無作

為に選ばれた 15 歳から 64 歳までの一般住民 5,000 名である。 
 
※なお、次の研究課題は令和 6 年度のみの実施とする。 
研究 2：飲酒・喫煙・薬物乱用についての全国中学生意識・実態調査（2024 年） 
研究 3：全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査（2024 年） 
研究 4：救急医療における薬物関連中毒症例に関する実態調査：一般用医薬品を中心に 
研究 5：米国における嗜好用大麻の合法化が在米日本人の意識・行動に与える影響に関する研究 
研究 6：豪州における大麻規制の現状と青少年に対する予防教育に関する研究 
 
【主たる結果】研究 1 により、次の知見が得られた。 
薬物使用に関する全国住民調査（2023 年）を実施し、計 3,114 名から調査票を回収した（回収率

62.3%）。重複回答や除外基準に合致する対象者を除いた計 3,026 名を有効回答とした（有効回答

率 60.5%）。対象者の平均年齢は 43.5 歳、男性 49.3%、女性 50.7%であった。主な結果は次の通り

であった。 
1) アルコール：過去 1 年経験率は 76.6%、過去 30 日経験率は 60.7%、過去 30 日ビンジ飲酒

率は 34.2%であった。過去 30 日ビンジ飲酒経験率は、2021 年調査から有意に増加した。 
2) タバコ：過去 1 年経験率は 22.5%、過去 30 日経験率は 20.5%であった。経年的に緩やかに

減少傾向にある。 
3) 解熱鎮痛薬：過去 1 年経験率は 70.5%、過去 30 日経験率は 41.5%であった。過去 30 日使用

率は、2019 年（31.7%）から 2023 年（41.5%）にかけて有意に増加していた。習慣的使用
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率は、2015 年（2.3%）から 2023 年（3.8%）にかけ有意に増加していた。 
4) 精神安定薬：過去 1 年経験率は 6.1%、過去 30 日経験率は 4.4%、習慣的使用率は 3.6%であ

った。経年的に増加傾向にあるものの、有意差は認められなかった。 
5) 睡眠薬：過去 1 年経験率は 7.5%、過去 30 日経験率は 4.7%、習慣的使用率は 3.1%であっ

た。経年的に増加傾向にあるものの、有意差は認められなかった。 
6) 医薬品の乱用経験：過去 1 年以内の乱用経験率（者数）は、解熱鎮痛薬 0.84%（約 74 万人）、

精神安定薬 0.47%（約 41 万人）、睡眠薬 0.27%（約 23 万人）と推計された。 
7) 市販薬の乱用経験：過去 1 年以内の乱用経験率（者数）は、0.75%（約 65 万人）と推計さ

れ、男性 0.70%、女性 0.80%、10 代 1.46%、20 代 0.59%、30 代 0.69%、40 代 0.20%、50
代 1.24%。60 代 0.51%であった。乱用に用いた市販薬の入手先は、薬局・ドラッグストア等

の実店舗 36.0%、家の常備薬 16.0%、インターネット 4.0%、入手先不明 56.0%であった（複

数回答可）。 
8) 違法薬物：各薬物の生涯経験率（者数）は、大麻 1.5%（約 134 万人）、有機溶剤 1.2%（約

104 万人）、覚醒剤 0.5%（約 47 万人）、MDMA0.5%（約 44 万人）、コカイン 0.4%（約 37
万人）、危険ドラッグ 0.3%（約 29 万人）、LSD0.3%（約 22 万人）であった。ヘロインは統

計誤差範囲内であった。有機溶剤使用者の減少と大麻使用者の増加が確認された。 
9) 使用した大麻の形状は、乾燥大麻 88.4%、大麻樹脂 7.0%、大麻ワックス・リキッド 4.7%、

形状不明 9.3%であった（複数回答可）。 
10) 違法薬物：各薬物の過去 1 年経験率（者数）は、大麻 0.23%（約 20 万人）、覚醒剤 0.12%（約

11 万人）であり、他の違法薬物は統計誤差範囲内あるいは該当者がいなかった。 
【結論】今回の調査は、新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行後の初めての調査となっ

た。回収率は 60%台までに回復した。違法薬物については、有機溶剤は有意に減少、大麻は有意

に増加していた。過去 1 年以内に大麻を使った経験のある国民は約 20 万人、覚醒剤は約 11 万人

と推計された。他の違法薬物は統計誤差範囲内であった。今回の調査では一般住民における市販

薬の乱用経験を初めて調べた。市販薬の乱用経験率は 0.75%であり、過去 1 年以内に市販薬の乱

用経験のある国民は約 65 万人と推計された。 
 



- 3 - 

 

 

 
 
A. 研究目的 

薬物乱用の予防および薬物依存症者の支援

を推進する上で、薬物乱用・依存に関する実態

を正確に、かつ継続的に把握することが求めら

れる。第六次薬物乱用防止五か年戦略（2023 年

8 月薬物乱用対策推進会議）においては、施策

の一つとして薬物乱用実態の研究の推進が明

記されている。具体的な取組として、薬物乱用・

依存の疫学的研究、薬物乱用・依存に関する意

識・実態調査、薬物依存症・中毒者に対する支

援の在り方に関する研究等を推進するとされ

ている。 
本研究班では、わが国の薬物乱用・依存に関

する最新状況およびその経年的変化を異なる

対象集団に対する全国規模の疫学調査を通じ

て情報を収集するとともに、大麻や一般用医薬

品の乱用といった近年、公衆衛生上の問題が拡

大しつつある個別の課題について掘り下げる

ことを目的とする。 
具体的には、研究 1「薬物使用に関する全国

住民調査」により、全国の一般住民における違

法薬物および医薬品乱用（市販薬、睡眠薬、精

神安定薬）の経験率（生涯・過去 1 年）および

経験者数の推定値を算出する。研究 2「飲酒・

喫煙・薬物乱用についての全国中学生意識・実

態調査」により、全国の中学生における飲酒・

喫煙・薬物乱用の経験率（生涯・過去 1 年）お

よび経験者数の推定値を算出する。研究 3「全

国の精神科医療施設における薬物関連精神疾

患の実態調査」により全国の精神科医療現場に

おける乱用薬物の動向、ならびに薬物関連精神

疾患患者の臨床的特徴を明らかにする。研究 1
は 1995 年より、研究 2 は 1996 年より、研究 3
は 1987 年より継続しているモニタリング調査

研究分担者 
嶋根卓也（国立精神・神経医療研究センタ

ー精神保健研究所薬物依存研究部） 
松本俊彦（国立精神・神経医療研究センタ

ー精神保健研究所薬物依存研究部） 
上條吉人（埼玉医科大学医学部臨床中毒学） 
Tooru Nemoto（Public Health Institute, U.S.） 
富山健一（国立精神・神経医療研究センタ

ー精神保健研究所薬物依存研究部） 
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でもある。これまでの研究 1、2 によって、一般

住民および青少年において大麻使用者が増加

していることに加え、研究 3 によって鎮咳去痰

薬などの市販薬を主たる薬物とする依存症例

が急増していることを報告した。 
個別の課題については、研究４「救急医療に

おける薬物関連中毒症例に関する実態調査：一

般用医薬品を中心に」により、救急医療施設に

搬送される一般用医薬品の過量服用患者の実

態調査：背景、症状、臨床経過、予後を調べる

とともに、カフェインやジフェンヒドラミン、

デキストロメトルファンなどの乱用対象とな

っている有効成分について、定性・定量分析な

どの機器分析を施行し調査する。研究 5「米国

における嗜好用大麻の合法化が在米日本人の

意識・行動に与える影響に関する研究」により、

米国における嗜好用大麻の合法化が、在米日本

人の米国滞在中および帰国後に想定される大

麻使用行動に与える影響を質的・量的に検証す

る。研究 6「豪州における大麻規制の現状と青

少年に対する予防教育に関する研究」により、

わが国と同じく WHO の西太平洋地区に位置す

る豪州における大麻の規制状況および青少年

に対する薬物乱用防止教育に関する情報を収

集・整理する。研究費配分の都合上、各研究は

単年度での実施となる。 
 
研究計画に基づき、今年度は、以下の分担研

究課題を実施した。 
 

研究 1  

薬物使用に関する全国住民調査（2023年） 

研究分担者 嶋根 卓也 

国立精神・神経医療研究センター 

精神保健研究所薬物依存研究部 

 
A. 研究目的 

本研究では、一般住民における飲酒・喫煙・

医薬品・違法薬物の使用実態を把握するととも

に、その経年変化を調べることを目的とする。

本研究は、わが国で唯一、経年的に実施されて

いる薬物使用に関する全国調査である。本研究

は、1995 年より隔年で実施され、今回で 15 回

目の全国調査となった。得られた知見は、薬物

乱用・依存に関する各種対策の立案・評価を講

じる上での基礎資料として供する。 
 
B. 研究方法 

 対象は、層化二段無作為抽出法（調査地点：

250）によって無作為に選ばれた 15 歳から 64 歳

までの一般住民 5,000 名であり、調査期間は

2023 年 10 月 16 日から 12 月 22 日までであっ

た。対象者へのアクセスを考慮し、今回の調査

より、アンケート一式を各対象者の住所地に事

前郵送する方法に変更した。また、アンケート

回答への利便性を考慮し、アンケート用紙の回

収方法を①訪問回収（従来の方法）、②郵送返送、

③インターネット回答から選べるようにした。

一定期間の後、調査への参加・不参加の意向が

確認できなかった対象者については、事前にト

レーニングを受けた調査員が訪問し、調査の説

明および協力依頼を行った。また、近年の薬物

乱用・依存の動向を踏まえ、市販薬（咳止め薬

など）の乱用経験（過去 1 年経験）、乱用に用い

た市販薬の入手経路、市販薬乱用の健康影響に

関する知識についての調査項目などを追加し

た。調査実施にあたり、国立精神・神経医療研

究センター倫理委員会の承認を得た（承認番号

A2023-031）。 
 
C、D. 研究結果・考察 

計 3,114 名から調査票を回収した（回収率

62.3%）。重複回答や除外基準に合致する対象者

を除いた計 3,026 名を有効回答とした（有効回

答率 60.5%）。対象者の平均年齢は 43.5 歳、男

性 49.3%、女性 50.7%であった。主な結果は次

の通りであった。 
1) アルコール：過去 1 年経験率は 76.6%、過

去 30 日経験率は 60.7%、過去 30 日ビンジ

飲酒率は 34.2%であった。過去 30 日ビン

ジ飲酒経験率は、2021年調査から有意に増

加した。 
2) タバコ：過去 1 年経験率は 22.5%、過去 30

日経験率は 20.5%であった。経年的に緩や

かに減少傾向にある。 
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3) 解熱鎮痛薬：過去 1 年経験率は 70.5%、過

去 30 日経験率は 41.5%であった。過去 30
日使用率は、2019 年（31.7%）から 2023
年（41.5%）にかけて有意に増加していた。

習慣的使用率は、2015 年（2.3%）から 2023
年（3.8%）にかけ有意に増加していた。 

4) 精神安定薬：過去 1 年経験率は 6.1%、過

去 30 日経験率は 4.4%、習慣的使用率は

3.6%であった。経年的に増加傾向にあるも

のの、有意差は認められなかった。 
5) 睡眠薬：過去 1 年経験率は 7.5%、過去 30

日経験率は 4.7%、習慣的使用率は 3.1%で

あった。経年的に増加傾向にあるものの、

有意差は認められなかった。 
6) 医薬品の乱用経験：過去 1 年以内の乱用経

験率（者数）は、解熱鎮痛薬 0.84%（約 74
万人）、精神安定薬 0.47%（約 41 万人）、

睡眠薬 0.27%（約 23 万人）と推計された。 
7) 市販薬の乱用経験：過去 1 年以内の乱用経

験率（者数）は、0.75%（約 65 万人）と推

計され、男性 0.82%、女性 0.80%、10 代

1.46%、20 代 0.59%、30 代 0.69%、40 代

0.20%、50 代 1.24%。60 代 0.51%であっ

た。乱用に用いた市販薬の入手先は、薬局・

ドラッグストア等の実店舗 36.0%、家の常

備薬 16.0%、インターネット 4.0%、入手先

不明 56.0%であった（複数回答可）。 
8) 違法薬物：各薬物の生涯経験率（者数）は、

大麻 1.5%（約 134 万人）、有機溶剤 1.2%
（約104万人）、覚醒剤0.5%（約 47万人）、

MDMA0.5%（約 44 万人）、コカイン 0.4%
（約 37 人）、危険ドラッグ 0.3%（約 29 万

人）、LSD0.3%（約 22 万人）であった。ヘ

ロインは統計誤差範囲内であった。有機溶

剤使用者の減少と大麻使用者の増加が確

認された。 
9) 使用した大麻の形状は、乾燥大麻 88.4%、

大麻樹脂 7.0%、大麻ワックス・リキッド

4.7%、形状不明 9.3%であった（複数回答

可）。 
10) 違法薬物：各薬物の過去1年経験率（者数）

は、大麻 0.23%（約 20 万人）、覚醒剤 0.12%

（約 11 万人）であり、他の違法薬物は統計

誤差範囲内あるいは該当者がいなかった。 
 
E. 結論 

今回の調査は、新型コロナウイルス感染症が

5 類感染症に移行後の初めての調査となった。

回収率は 60%台までに回復した。 
違法薬物については、有機溶剤は有意に減少、

大麻は有意に増加していた。過去 1 年以内に大

麻を使った経験のある国民は約 20 万人、覚醒

剤は約 11 万人と推計された。他の違法薬物は

統計誤差範囲内であった。 
今回の調査では一般住民における市販薬の

乱用経験を初めて調べた。過去 1 年以内の市販

薬の乱用経験率は 0.75%であり、乱用経験のあ

る国民は約 65 万人と推計された。 
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